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計画段階からの整備推進に向けた取組の流れ 
 

⑴事前協議、⑵届出、⑶工事完了報告書、⑷整備基準適合証の手続は、下図のとおり想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者 区 

⑴事前協議 

対象：  

時期：届出の規則で定める期間前※2までに 

 
※１ 新設又は改修を行う部分の床面積の合計が

2,000㎡以上の建築物等を想定しています。 
※２ 届出の30又は60日前を想定しています。 

⑵届出の受理 

 

・整備基準への適合状況を確認 

使用開始 

⑶工事完了報告書の受理 

・整備基準への適合状況を確認

⑷整備基準適合証 

対象：整備基準の項目の区分ごとのそれぞ
れの基準に適合させているとき 

⑶工事完了報告書 

対象：事前協議又は届出をしたもの 

時期：工事完了後すみやかに 

⑷整備基準適合証の交付 

・整備基準の項目の区分ごとの基準に適合 

しているとき、整備基準適合証を交付 

特定都市施設の計画 

（建築確認） 

工  事 

⑴事前協議 
 

・整備基準に適合しないと認めるとき、 

必要な措置を要請 

 

 

⑵届出 

対象：特定都市施設 

時期：工事着手日の規則で定める期間前※3

までに 
 
※３ 工事着手の30日前を想定しています。 

(仮称)新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例に基づく手続 

申請 

要請 

提出 

交付請求 

届出 

交付 

ユニバーサルデザインまちづくりに 

識見を有する者※4の意見を聴く 

※4 都市計画制度（高度利用地区、特定街区、再

開発等促進区、都市再生特別地区）を活用したも

のについては、ユニバーサルデザインまちづくり

審議会の意見も聴くことを想定しています。 


